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千葉医学会雑誌の在り方とでもいうか，発展，運営策
については，ここ何年間幹事はもとより，機会ある毎に
いろいろの意見が出されているが，仲々妙案はないよう
である。他の専門学会誌は会員数は同程度であっても，
分野が限られているのでやりいい面もあるし，会費の点
でも比較的悩みが少ない。
本会誌のように会員数が比較的限られ，総合というか
各専門分野を含んで、いる場合は，読者の側からは大変便
利なようでもあるが，反面関係のない分野にはつい冷淡
にもなると思われるので，編集の方々のご努力にもかか
わらず，反響には余り変化がないような気もするがひが
目か。都合のいい時だけでなく自分らの雑誌として可愛
がっていただきたいものである。具体的には条件さえ許
せば各教室での仕事は自分らの雑誌に発表することを原
則とする位の考慮が必要であろう。その他の点は，いず
れの学会誌でも同様であるが会員数の確保であろう。少
なくも同窓生みんなで今まで以上に関心をょせ合い，育
でなければならない義務感をもち合いたいものである。
会誌の問題はさておき，最近新聞紙上その他で医師に
対する風あたりがとくに強いのは反省しなければならな
いが，頭の痛い事例が多過ぎはしないか。社会全般につ
いても余りにもカサカサになり過ぎてるせいか，医療の
面でも俗にいう交通戦争も全くいい方には向かず，ます
ますエスカレート，その上に公害問題その他も加わり，
ますます複雑な様相を呈して来ている。理想社会は予防
衛生というが環境衛生が発達し，不老長寿，無病息災が
目標であろうが，前記のように現実は全く逆で救急問題
だけでも難問続出の状態である。あらゆる面で医師とし
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ても大いに視野を広げ対象を個人としてだけでなく，集
団としてもとらえて行かなければならなくなったことは
いうまでもない。しかし日常実践している医療そのもの
はますます専門に分化され，医者は患者の身体の一部分
の担当者となり，患者を扱うことから患部を扱うことへ
移りつつあり，患者と医者が全人間的にふれ合う場がだ
んだん縮小され，そこから人間関係を引き出す余裕など
ないまでになりそうである。 70年代はどういうわけか改
めて人間性回復の時代だとか強調されているが，いつの
聞にか医師も人間失格の仲間入りをしてしまっていたの
だろうか。モラルは時代がつくるか，人がつくるかは学
者に任せるとして，患者の人権，すなわち患権を尊重し
て信頼される医療を実践して行くには，陳魔な表現にな
るが，医師の倫理性を高めて行くしかあるまい。
“若さは力なり"は名言であるが，戦中にもよく使わ
れ，戦中派にはにがい思い出にもつながる。現状は，ヤ
ンク守パワーの現われ方で，これまた複雑な様相を示して
いるが，何とか早く正常な形で，ヤングパワーが三本の
柱，教育，研究および診療の面にプラスに働らけるよう
念願したい。
これを知るものは，これを好むものに如かず，これを
好むものは，これを楽しむものに如かず，の心境は時代
錯誤か?亀井勝一郎氏の座右の銘とでもいうか， “学ん
でおのれの無学を知る，これを学ぶといふ"という意味
もがん味するべきであると思う。
常に，やぶ(医者)にはならずにたけのこ医師でもい
い，すけてでもいいから先の見えるように努め，心身と
もに動脈硬化にだけは陥りたくないものである。
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